
 

＜実践の概要＞ 

学  年 
特別支援学校 小学校・中学校 

小学部１年生 １年生（通常学級） 

交流学習の時間 ９時２５分から１０時３５分 

教科 ・ 領域等 特別活動 体育、休み時間 

実 施 時 期 1１月下旬 

単元／題材名「 居住地校の友達と 一緒に活動しよう 」 

主 な 活 動 内 容 
 

活 動 内 容 備 考（合理的配慮等） 

９:２５ 相手校児童が校長室に迎えに来る。 

外靴を持って移動。（靴箱に外靴を入れて教室へ） 

 

９:３０ ２校時目 【体育】体育館 

① みんなで踊ろう「ダンス」 

・ジャンボリーミッキー（相手校より） 

・あおきいろ        （支援学校より） 

② なべなべそこぬけ 

③ 班対抗リレー 

・ボール運びリレー 

・リング落としリレー 

 

１０:１５ 休み時間 

  ・一緒に遊ぶ（晴天時：校庭、雨天時：体育館） 

 

１０:３５ 教室へ移動 

  ・挨拶をして教室から出る。 

・緊張しないよう、相手校児童に迎えに来てもら

う。 

 

 

・両校で行っているダンスを紹介し合いながら一

緒に踊る。 

・事前にダンス動画を交換し合い、練習しておく。 

・１回目の交流で行った活動を取り入れ、緊張を

和らげる。 

・友達と協力し合ってできるような内容の活動を

取り入れる。 

 

・相手校児童に声を掛けてもらいながら、安全に

気を付けて遊ぶ。（使っていけない遊具は事前

に確認しておく） 

＜実践の成果と課題＞                       ＜効果的な取組・実践エピソード等＞ 

 

 

 

 

特別支援学校（知的障害）と小学校との「交流及び共同学習」 

・複数回の交流を行い、１回目に活動した内容を

２回目にも取り入れたことで、対象児童が徐々に

慣れて、２回目には教師から離れて児童同士だ

けで活動することができるようになった。 

・活動内容については、相手校のカリキュラムに

配慮しつつ、対象児童の得意なことや経験してい

ることを取り入れるようにした。音楽や体育、図画

工作等の教科では、支援学校でも学習に取り入

れられる内容があった。今後学年が上がるにつ

れ、双方に共通する学習内容が少なくなっていく

ことが懸念される。 

 

〇交流実施前の事前指導について 

・支援学校：打合せ時に相手校の施設や教員の

写真を撮り事前指導に活用したり、支援学校で学

習している内容を盛り込んだりしたことで、対象児

童が見通しをもって活動に参加できた。 

・相手校：支援学校側から「居住地校学習につい

て」「支援学校について」「交流対象児について

の紹介や、配慮点」等を盛り込んだ資料を作成し

て事前指導で使用してもらった。１年生なりに心構

えをもって交流に臨み、来校時には、「〇〇ちゃん

だ」と声を掛けてくれたり、対象児の苦手な部分に

配慮して対応しようとしてくれたりする様子が見ら

れた。 

 

 

〇両校の学習で行っている内容を取り入れ、紹介

し合うようにしたことで、「お世話する、される」とい

う関係でなく、互いに認め合えるような関係性で


